
令和４年１０月２８日
猪名川町

（仮称）杉生線検討部会について
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猪名川町マスコットキャラクター

「いなぼう」

資料 ３



・日生中央方面への運行便数
平日：12便/日
休日： 9便/日

・杉生から日生中央まで約31分

・杉生方面への運行便数
平日：10便/日
休日：10便/日

・日生中央から杉生まで約36分
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１．杉生線について

○ 阪急バス杉生線については、平成30年度
（2018年度）に協議の申し入れを受けてい
る路線であり、阪急バス及び町の施策によ
り様々な取り組みを行っている。しかし、
収支の改善には至っておらず、今後も好転
する見込みも低いことから、路線の存廃に
ついて、令和4年（2022年）5月に改めて協
議の申し入れを受けている。

○ 単純な赤字補填ではなく、需要に応じた路
線の再編などを検討するなど、必要なサー
ビス水準を検証する。

〇 路線を再編する際には、国庫補助金等も
活用しながら持続可能な路線維持を目指す
ものとする。

○ 杉生線の存続に向けた検討は、交通事業者
（バス事業者、タクシー事業者、デマンド
交通事業者）とともに行うものとする。

●杉生線の運行概要

※町の考え方を示したものであり、
交通事業者との協議・調整が必要である。

※ 猪名川町北部能勢町西部運行系統図、運賃表（杉生線、多田グリーンハイツ線、日生ニュータウン線、
川西猪名川線）、杉生線時刻表（2020年5月改正）（阪急バス株式会社）をもとに作成
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２．（仮称）杉生線検討部会の設置

○ 杉生線を存続させるための検討を進めるにあたり、地域公共交通会議の部会として、『（仮
称）杉生線検討部会』を猪名川町地域公共交通会議設置要綱第７条に基づき設置予定である。

○ （仮称）杉生線検討部会は、検討部会での協議又は調整の経過及び結果について、地域公共
交通会議において報告するものとする。

猪名川町地域公共交通会議

地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保
その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実
現に必要となる事項を協議する

（仮称）杉生線検討部会

杉生線にかかる、地域の実情に応じた適切な旅客輸送の態様等に関する
事項、必要なサービス水準に関する事項、その他部会が必要と認める事
項について、専門的な協議・検討その他調整等を行う
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参考 猪名川町地域公共交通会議設置要綱（１/２）
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参考 猪名川町地域公共交通会議設置要綱（２/２）


	（仮称）杉生線検討部会について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

